
 

 

 

 

 

 平成２７年７月２７日（月）、午前８時

半から１２時過ぎまでの４時間半、さいた

ま市立白幡中学校の１年から３年までの

希望者、保護者、他校の先生はじめ埼玉県

総務部統計課職員などが参加して、夏休み

恒例のチャレンジスクール「統計に関する

学習会」が開催されました。 

 連日猛暑が報道される中、日焼けした生

徒の皆さんがタブレットの準備された教

室に三々五々集まり、白幡中学校の学校地

域連携コーディネーターを務める稲井先

生の司会でスタート、白幡中学校長の富田

先生による開会挨拶が行われた後、早速、

授業が始まりました。 

 

最初は「正確に数える、測る、データを
採れば問題が統計る」をテーマにＱＣサー
クル関東支部京浜地区の前川顧問が、企業
内での「品質管理講座」の中の演習でヘソ
飛行機を折り、データを収集し、エクセル
に入力し、グラフ化するまでを学びました。 
続いて東京医療保健大学医療保健学部

医療情報学科教授の深澤先生が「データの
種類と分析～統計検定４級の内容に沿っ
て～」をテーマに量的データや質的データ
を紹介、各種データをエクセルを活用して
統計、グラフ化による見える化、活用法な
どの授業を行いました。 

生徒１８名、保護者や先生他関係者など
３５名余りが参加したチャレンジスクー
ル、密度の濃い授業を無事終了しました。 

７月２７日（月）午前８時半から１２時までの３時間半、さいたま市立白幡中学校で多くの生徒、
小中学校の教師や統計関係者が参加して、夏休み恒例のチャレンジスクールが開催されました 

 

撮影協力：泉谷拓（早稲田大学高等学院非常勤講師、東京大学教育学部附属中等教育学校非常勤講師） 
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午前８時半からは日本品質管理学会Ｔ
ＱＥ特別委員会委員でＱＣサークル関東
支部京浜地区の前川顧問が「正確に数える、
測る“データ”を採れば問題が統計る」を
テーマに講義しました。 

企業の品質管理では統計手法が活用さ
れており、「正確に数える」、「正確に測る」、
を確実に実践することを目的に折り紙の
“ヘソ飛行機”を折り、折った紙飛行機を
測り“データ”を収集する、さらには収集
したデータをエクセルに入力し、統計処理
して見える化“グラフ化”すると言う問題
発見のプロセスの一端を学びました。 

 最初に「品質管理」の基本的な考え方に
ついて話があり、その鍵となる「正確に測
る」ことの重要性について講義が行われた
後、企業の生産活動を模擬的に体験するこ
とを目的に“ヘソ飛行機”を５機、競争で
折る演習を行いました。 

 

“材料採り”を模したＡ３普通紙からＡ
４の材料を切り出し、両面に作業手順をコ
ピーした折り方の手順に沿って折り方を
学んだ後、“ヨーイ、ドン”の掛け声の下、
競争で５機のヘソ飛行機を折りました。 

 

一番で終わり“ハイッ”と声を上げた女
子生徒には前川顧問から賞品が贈られ、周
囲の男子生徒が羨ましそうに見ていまし
たが我に返り全員が急ぎ折り終えました。 
全員が折り終えたところで、今度は全員

が自分で折ったヘソ飛行機の全長、全幅、
全高の３ヶ所の寸法を１／１０㎜単位で
測るよう指導され、定規の目盛の間の寸法
まで読むように求められました。 
全長“１９９.５㎜”と言う具合に普段

はほとんど意識していない目盛の間を目
測しようと、真剣に取組みました。

   

配布教材の表紙と内容例 

 

パワーポイントでヘソ飛行機の折り方を説明･･ 

 



 
 正確に５機を折り終わったところで、今
度は正確に測る作業に入りました。 
１㎜の目盛を１／１０で測るの･･どう

やって？などあちこちから声が上がり･･。 

 目盛の間を読むのって難しいと言いな
がらも試してみると、ほぼ全員がしっかり
測り、各自データシートに３ヶ所の寸法を
記入して行きました。 

ヘソ飛行機を折る手順書が配られ、①から順番に折れば確実に折ることができますが･･･ 

 

 

１２５㎜ 

 

 

左右のヘソ飛行機の違い、解りますか？ 



 

 

 

 データシートに記入し終えたデータ

を各自タブレットを使ってエクセルに

入力作業を行い“見える化”棒グラフに

展開してみると面白いグラフが完成。 

 真剣に入力し、グラフ化の作業を行う

生徒の後ろからグラフを覗き込む先生

の方が楽しそうです。理想的な棒グラフ

ができてますね・・・？

自分で折ったヘソ飛行機を測ったデータを、タブレットを使っての入力作業も真剣そのものでした 

 



 

 

 

 

 

 

２時間目は１０時４５分から「データの
種類と分析～統計検定４級の内容に沿っ

て～」をテーマにたくさんの事例を交えて、

東京医療保健大学医療保健学部医療情報
学科教授の深澤先生が講義を行いました。 

 
たくさんの配布資料 

 



データの種類や違いなどを解説後、早速
例題の数値を説明し、エクセルを使ったグ
ラフ化、見える化の必要性について講義に
入りました。“質的データの分析”の例で
は「数学の試験の結果を分析してみよう」
をテーマにこれまでの数学の試験で発生
しているミスの原因は何かについて分析
し、どうしたら次の試験で良い点数をとれ
るか、試験対策として何に気を付ければ良
いのか、過去の回答ミスをした原因を分析
したデータを例に、分析の手順を指導しま
した。 

事例として紹介された計算ミス、勉強不
足、問題の読み間違い、時間切れと言う要
素に分類でき、それぞれの度数、相対度数、
累計相対度数を計算するプロセスを指導
しました。 

デスクに設置されたタブレットにはエ

クセルのフォーマットが表示され、深澤先
生が示す数値を入力し、指導された計算式

を入力することで計算し、さらに作表に基

づき相対度数と累計相対度数を計算、見え
る化のためのパレートグラフを作成しま

した。 

また、統計検定４級の過去の出題例とし
て紹介された質的データの分析では犬と

猫、ハムスターを題材に、好きなペットに

関するアンケート集計を男女別に集計し、
好きな男子と女子の比率を計算するクロ

ス集計表を作成しました。 

エクセルの入力操作の演習では、タブレ
ットの操作に慣れていない１年生など生

徒が手間取っているのが見られると早速

画面上の状況を把握、肩越しに的確な指導
を頂きました。 

このような事例は昨年度、一部の高等学
校の入試問題に出題されていることを紹
介され、データの集計や処理について学ぶ
必要性を強調されました。 

 

  

度数分布表の作成 

 



先の学習指導要領の改訂により算数・数
学はじめ統計関連のカリキュラムが強化
されていますが、ビッグデータの時代を拓
り開いた米国の若者の中では“統計”に対
する関心が高く、米国やカナダの職業の中
では最も給料の高いのが“統計家”とか。  

データで未来を予測する、統計データに
基づいた経営は世の中では当たり前のこ
ととされますが、統計知識を持たない企業
経営者に比べて統計データを読むことが
できる経営者の方が将来を正確に予測す
る能力が高いことが知られています。 

 

 

 

 配布された資料の一つ「センサス＠ス
クール」は日本統計学会の統計教育委員
会のセンサス＠スクール研究部会が事
務局となり、情報・システム研究機構と
日本統計学会統計教育委員会が運営、多
くの国が参加する国際的な生徒参加型
データ活用のための学習サイトです。 

 深澤先生も委員の一人として参加さ
れており「人気の高いスポーツは何
か？」と言った質的データの分析あるい
は「小学５年生の方が大学生より記憶力
が良いのか？」など量的データを調べる
ことができ、参加各国の統計データや統
計手法の勉強に役立つサイトです。 

 



 

 

 最初に前川顧問が「品質管理」では生
産する製品のデータを収集し、品質管理
や生産ラインの状況把握に活用するな
ど世の中ではあらゆる分野で統計手法
を活用しており、統計データが問題解決
には不可欠であると強調しました。 

最後に深澤先生は「統計的問題解決の
サイクル」を紹介し、５つのステップで
統計データを活用して問題解決に役立
てるよう説明し授業を終えました。 

今回のチャレンジスクー

ルは埼玉県統計教育研究協

議会の支援で実施されたも

ので、協議会を代表しさい

たま市立与野八幡小学校の

金銅校長が二人の講師と参

加者に謝意を述べました。 

 最後にさいたま市立白幡中学校の監

物教頭が「猛暑の中でのチャレンジスク

ールへの支援、参加した生徒に感謝、厳

しい暑さが続くが、体調には十分留意し

て過ごすように」と挨拶、午前８時半に

始まったチャレンジスクールは１２時

過ぎ、無事終了となりました。 

 

 

 

 


